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ディキンスン (18301886) の詩で重要なのは個々の詩であって, 彼女が
編集した詩集などというものは存在しない以上, 個々の詩が ｢詩集｣ のどの
位置にあってどのような文脈の中で現れてきているのかなどというのは考慮
する必要がない｡ これが今までのディキンスン研究のほぼ支配的な了解事項
であった｡ 私はこれに挑戦するプロジェクトを立ち上げている｡ 詩集をディ
キンスンは作り上げていたという確信を私は持ちつつある｡ 徐々に姿を現し
つつあるように思われる詩集という最終的装いの背後に編集者ディキンスン
の確固とした意図を私は感じている｡
このプロジェクトの趣旨を簡潔にここに纏めてみる｡
1981年にハーバードからＲ.Ｗ.フランクリンの編集で出版された２巻本の
『エミリー・ディキンスン草稿本』 (The Manuscript Books of Emily Dickinson)
で, 私たちはディキンスンが残した原稿 (40の ｢fascicles｣ (｢分冊｣ または
｢束｣ の意) と呼ばれるものと15の ｢セット｣ と呼ばれるもの) をそのまま
複写で読むことができる｡ ディキンスンは1800篇近い彼女の詩群の中から40
の ｢分冊｣ よりなる ｢詩集｣ を意識的に残していたのか, ただ個別に詩群
を書き溜め・単なる ｢束｣ として ｢保存｣ していただけなのか｡ 編者のフ
ランクリンは後者の立場をとり, 私は前者が正しいとの立場を固めつつあ
る｡
アメリカの研究者を中心に, 例えば１,２,８,16,18,20,21,24,28,37,40と
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ファシクル３
いったファシクル群に編者ディキンスンの意図性が見られるという指摘が散
発的になされてきているが, 私たちは次のような仮説を立てることができる
のではないか｡ 40のファシクル群は後世の読者目当てに密かに ｢出版｣ され
た ｢分冊｣ 詩集群, セットはさらなる分冊詩集への ｢編集｣ を待って待機し
ている詩群ではないだろうか｡ 詩群の連鎖でディキンスンは語ろうとしたの
ではないか｡
これらの仮説を検証するために各ファシクルに何らかの ｢まとまり｣ があ
るかどうかをまず考えるべきである｡ まずはファシクル１から順に ｢読んで
いく｣ 必要がある｡ ここで特に留意しなければならないことは ｢読み｣ を
｢空回り｣ させないようにすることである｡ 誰が読んでいるのか分からない
ような読みをしないようにしなければならない｡ ｢理論｣ の威を借りてテク
ストを跡形もなく均してしまうことのないようにしなければならない｡ 大切
なのは理論の切れ味を確認することではなく, テクストと ｢私｣ という読者
を出会わせ, その ｢私｣ の中の動きを観察することである｡ ディキンスンは
自身で ｢詩集｣ を本格的に編集して, 後世の読者のためにそれを残していた
とするなら, 私は一連のファシクル研究でその ｢詩集｣ 全体を一冊の詩集と
して真摯に読む一人の読者, ディキンスンの残した詩群に ｢詩集｣ という深
み・奥行きを探る読者を彼女に捧げようと思う｡ 私はこのプロジェクトでス
タンリィ・フィッシュの提唱した ｢読者反応批評｣ を実践する｡
最初のファシクル１が何らかの意味でまとまっているかとりあえず検討し
ていて, 各ファシクルを順番に論じて論文にまとめていく必要性に気付いた｡
論文にまとめようと考え抜くことが, 頭の中でファシクル内の詩群を ｢発酵｣
させている｡ 書くという行為は考えを促進させるが, 書こうとすることで一
層 ｢発酵｣ 作用を促進しているようなのだ｡ 一つの詩を読んでいるとふつふ
つと ｢意味｣ が浮き上がってきたり, 他の詩とのつながりが自己主張したり
する｡ ファシクルのあちこちで浮き上がってくる意味群が次第にまとまって
ファシクルの統一的な意味を提示してくる｡ 私がこれから数年かけてしたい
ことは, テクストを読み・考え・発酵させ・書き上げるという一連の作業を
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繰り返して, 各ファシクルに詩人の編集の跡が覗えるかの検証をはるかなフ
ァシクル40まで遂行することである｡
具体的な段取りとしては次のようなものになる｡
第一にやることは次のようなことを考察することである｡ 各ファシクル
は単独で読むとそのファシクル内でどのような意味の展開が見られるか｡ 何
らかのまとまりとか, 編集者の存在を窺わせるものがあるかどうか｡ だから
これからの各ファシクル論の共通の論文名は ｢蘇る編集者エミリー・ディキ
ンスン｣, 副題が各ファシクル番号の明示ということになる｡ 共通論文名に
は時に疑問符がつくかもしれない｡
次にをやるにはどうしても必要になってくるが, 先行するファシクル
群の読み体験がどうに影響を与えているか｡ 特定のファシクルのまとまり
だけではなく, 先行するファシクル群からの継続性, 発展性が覗え, 将来の
包括的な全体像把握に役立つだろうかという点も時に考察するかもしれない｡
そして, とは逆になるが後ろから振り返ってある特定のファシクルを
読み直した時に, 以前の読みがどう思えてくるかを考察することも必要にな
る｡ 各ファシクル論はあくまでもが主であるが, 当該のファシクルについ
て何か新しいことが感知された時には, 先行するファシクル(群)にもまった
く同じことが言えないかどうか時間をかけて読み返して考えてみる必要があ
る｡ ファシクル群は年代順に束ねられているだけだという主張の根拠 (どの
ファシクルも同じようにしか見えない) は特にいつも念頭におく必要がある｡
これが正しい主張なのか, 反論できる主張なのかをいつも考えるべきである｡
全てのファシクル群の読み体験を終了して, おぼろげに浮かび上がって
きている全体像が, ファシクル40論を書き終えて新たにファシクル１から読
み直した時にさらにどう変化していくか｡ 徐々に固まってくる全体像は編集
者ディキンスンの構想したものであると断定できるかどうかをの作業で最
終的な判断をするが, また時にはの作業を繰り返すことになるかもし
れない｡
本稿はこのファシクル研究プロジェクトの一環をなすものであるが, ファ
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シクル３について主としてそして副としての作業をしようとしている｡
ファシクル１とファシクル２については最近脱稿している｡ ファシクル１
では ｢自然における死｣ と人間の ｢死｣ の対比がまず行われたと私は総括し
た｡ (｢蘇る編集者エミリー・ディキンスン ファシクル１｣ 『表象と生の
はざまで 葛藤する米英文学』 (仮題) 近刊 南雲堂) 次にファシクル２
の24の詩とファシクル１の詩群を発酵状態に持っていくと, ファシクル１か
らファシクル２への自然なつながり・継続とファシクル２の鮮やかなまとま
りが浮かび上がってきた｡ (｢蘇る編集者エミリー・ディキンスン ファシ
クル２｣ 『教育研究』 46 国際基督教大学教育研究所 2004年３月)
ファシクル１の問題意識を継続し, それに重ね合わせ・深化・展開するよ
うに執拗な考察がファシクル２で繰り広げられている｡ ファシクル１におけ
る自然と人間の対比に続けてファシクル２では自然が背後に退き人間が前面
に出てきている｡ ｢死｣, ｢死｣ をもたらす ｢時｣, そしていつの日にか必ず死
ななければならないという人間の ｢運命｣ に対する恐れ・不安, そしてそれ
らを和らげるために人間が作り出した宗教・信仰, そして信仰に踏み切れな
い詩人自身といった大きな主題が, 自然を詩の中に抱えて, あるいは自然を
扱った詩群が息抜き・緩衝材として散りばめられる文脈の中で, 提出される｡
ファシクル１で詠嘆をこめて語られた気楽な (easy) 自然に対比して, ファ
シクル２では複雑な人間存在が語られているのである｡
(以下で 1 はファシクル３内部での順番, 真ん中の数字はジョンソン版,
() 内の数字はフランクリン版の数字である｡ ここでこれらの数字を順番に
一挙に提示して, ファシクル３の考察部本体では順番を表す 1のみを表示す
る｡ 1 58(67), 2 89(68), 3 90(69), 4 91(70), 5 92(71), 6 93(72), 7 94(73),
8 95(74), 9 96(75), 10 97(76), 11 98(77), 12 88(78), 13 99(79), 14 903
(80), 15 11(38), 16 49(39), 17 50(40), 18 51(41), 19 12(32), 20 52(33),
21 53(34), 22 13(35), 23 54(36), 24 55(37)
ファシクル１, ファシクル２を読み・考察し終えてファシクル３に入って
きた私がもっとも顕著に感じていることは, 様々な語が幅広くこのファシク
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ル内で繰り返されて, なみ釘とかリングで詩群が繋がっているように見える
ことである｡ もちろん対照的な語を配置することによって詩群を束ねる, あ
るいは一つの詩をより緊密にするというディキンスンにしばしば見られる技
法はこのファシクルでもしばしば見られることである｡ (例えば 1 の breath
と Death, 16 の sod と God, 18 の cold と mould の鮮やかな, 時に驚くほど
意味深な脚韻が注目される｡) しかし多頻度出現語の圧倒的な数と役割の前
ではこの技法もこのファシクルでは影が薄い｡ ２回以上出てくる多頻度出現
語を列挙してみよう｡ (代名詞とか否定語, 前置詞などは除いている｡)
[２回出現語] blossom, 24・24 , breath 1・4 , bustle 6・23 , come 18・18,
delay 1・11 , errand 8・20 , garden 13・17 , God 6・21 , king を含む語 1・
21 , mooring 6・20 , return 6・13 , riddle 2・17 , rise 2・6 , Rose 6・19 , seed
9・24 , sod 13・16 , stand 22・23 , Troubadour 9・13 , wear 14・19 , which
18・24 , wondrous 6・15 , year 6・18
[３回出現語] angel l7・14・16 , betray 4・13・15 , break 17・22・22 ,
crown 1・6・11 , early 7・9・23 , finger 3・8・13 , meek 1・11・19 , pluck-
ing 7・7・8 , snow 1・9・13 , soul 1・22・23 , sun 7・15・18 , thing 1・2
・2
[４回出現語] bee 2・5・17・23 , daisy 6・9・18・23 , hill 1・2・15・17 ,
hour 1・1・2・3 , lie 1・2・15・23 , men 11・21・21・23 , sleep 9・13・22
・22 , village 3・6・11・18 (ファシクル１の village は天上にあるが, この
ファシクルでは ｢墓場｣ の意味が大部分である｡)
[５回出現語] depart (part を含む) 1・11・21・23・23 , die 5・11・17・
17・23 , fly 2・5・7・7・23 , here 9・10・12・15・18 , what 10・11・11・
18・20
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[６回出現語] bird 2・5・9・10・18・23 , know 1・1・14・17・18・23 ,
than 1・10・18・18・18・19
[７回出現語] morning (morn を含む) 7・8・19・21・22・22・23 , there
1・2・2・2・9・18・21
[８回出現語] day (yesterday, today を含む) 1・6・17・17・20・21・22
・22 , go 3・6・13・17・18・18・20・23
これらの語が頻出する形態は四つある｡
異なる詩に連続して出てくる語
bird 9・10 , day 20・21・22 , go 17・18 here 9・10 , hour 1・2・3 , know 17
・18 , morn(ing) 7・8 , 19・21・22・22・23 , plucking 7・8 , soul 22・23 ,
than 18・19 , there 1・2 , thing 1・2 what 10・11
同じ詩の中で繰り返される語
blossom 24 , break 22 , come 18 , day 17・22 , die 17 , fly 7 go 18 , hour 1 ,
know 1 , men 21 , morn(ing) 22 , plucking 7 , saunter 3 , sleep 22 , than 18 ,
there 2 , thing 2 , what 11 ,) (同一語ではないが, dignity と dignified [ 11 ],
depart と part [ 23 ] が ｢繰り返され｣ ている｡)
ファシクル内で幅広く散って出てくる語
birds は 2・5・9・10・18・23 と６個の詩に登場しているが, このファシク
ル内を片寄りなく飛び (fly という５回出現語も片寄りなく散っている) 回
っているかのようだ｡
ファシクル内の特定の部分に集中して出てくる語 (morning や day)
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また同一語ではないが注目しなければならないのは, ｢花｣ にまつわる語
がファシクル１と同じ14篇の詩に出てきていることである｡ この多量の花と
自然が, ファシクル２と同じく, 重々しい主題である ｢死｣ の現象を垣間見
る読者への息抜きとして提供されている｡ 3 (violets), 4 (不詳), 6 (Roses),
7 (buds, flowers), 8 (nosegays), 9 (Daisies), 10 (flowers), 13 (garden), 14
(flowers), 17 (garden), 18 (Daisies), 19 (Rose, a scarlet gown), 23
(Daisies), 24 (Blossom)
以下にファシクル１に現れる ｢花｣ 関係の語と詩も列挙する｡ 今後のファ
シクル群にも同じように頻出するのだろうか｡ ファシクル内の ｢花｣ の役割
がファシクルによって変化があるのかは, ｢花｣ より大きな ｢自然｣ 全般が各
ファシクルでどう扱われているかの問題と共に今後比較検討する必要がある｡)
1 (Gentian, blossoms), 3 (Rose), 4 (Gentian), 6 (Daisy, Columbine,
Orchis), 10 (tulip), 11 (crocus), 12 (clover), 14 (Daisy), 15 (Daisy), 17
(Anemone), 18 (Roses), 19 (this), 21 (Rose), 22 (Rose)
このようにして多数の語が執拗に繰り返されることによって, このファシ
クル内の詩群が極めて緊密に繋ぎ合わされているような印象を読者に与えて
いるが, この執拗さはファシクル１とファシクル２には見られなかったこと
である｡ もちろんこれは形の上での顕著な本ファシクルの特色であるが, 主
題とも密接に絡み合っていることを見てみよう｡ 前述したようにこのファシ
クルでは ｢死ぬ｣ という世界に幅広く見られる現象を詩人はまず観察してい
る｡ まず 1 58(67)である｡
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Delayed till she had ceased to know―
Delayed till in it’s vest of snow
Her loving bosom lay―
An hour behind the fleeting breath―
Later by just an hour than Death―
Oh lagging Yesterday !
Could she have guessed that it w’d be―
Could but a crier of the joy
Have climbed the distant hill―
Had not the bliss so slow a pace
Who knows but this surrendered face
Were undefeated still ?
ここでは自然界の中で ｢時｣ が today という形をとりそして yesterday に
なっていく様が扱われているのだが, 現在が過去として葬られていきながら
も未練がましく後ろ髪を引かれるようにこの地に留まっているのがこの語り
手にとってはいとおしく思われるのだ｡ ファシクル１では語り手の知り合い
たちは逝ってしまったきりであり, 自然とか渡り鳥のように戻って来 (re-
turn) はしなかった｡ 同じ ｢死｣ でも, ｢戻ってくる｣ 自然 ｢戻ってこない｣
人間のこの対比がファシクル１では強調されていたが, ファシクル３のこの
冒頭の詩では死後もこの地に残るというこの地上に対する ｢時｣ の態度が語
り手の価値観に合致するものとして描かれている｡
｢死ぬ｣ ということがこのファシクルでも二つの異なったイメージで語ら
れていることに注目しよう｡ 一つは ｢飛んで行く｣ というイメージである｡
しかも, 渡り鳥と違って, この死 ｢者｣ は飛んで行ったきりで戻って来ない｡
もう一つのイメージは土の中に ｢埋められる｣ というものである｡ ｢飛ぶ｣
ことが出来てもこの死 ｢者｣ は飛んで地上から脱出して, 例えば天国に行く
というようなことはしない｡ 死んだらこの地上で埋められるのである｡ 1 で
未練がましく (linger, delay) 地上に残って雪原に葬られるのはこのイメー
ジを使っている｡ この二つのイメージはもちろん肉体と魂の二元論から来て
いることは当然予想されることである｡
｢死｣ のこの二つのイメージを考えるのに次の 2 89(68) は示唆に富んでい
る｡
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Oh if there may departing be
Any forgot by Victory
In her imperial round―
Show them this meek apparreled thing
That could not stop to be a king―
Doubtful if it be crowned!
Some things that fly there be―
Birds―Hours―the Bumblebee―
Of these no Elegy.
Some things that stay there be―
Grief―Hills―Eternity―
Nor this behooveth me.
There are that resting, rise.
Can I expound the skies?
1 で ｢時｣ が ｢死ぬ｣ とを語り手は扱ったが, これは語り手の本意ではな
い｡ 自然は死なない, ｢時｣ も死なないとファシクル１が主張していたこと
を読者は覚えている｡ 死とは土に埋められて動けなくなることか, 天に
飛んで行って戻って来なくなることだ｡ 地上を飛んでいるだけの鳥, 時, 蜂
たちはにもにも合致しないから死者を歌う哀歌にふさわしくない｡ 問題
は ｢人間の死｣ という謎だ｡ 不思議なことはこの地に安住しているように見
えて死んだとたんに嬉々として天に飛んでいくもの (things) が存在してい
ることである｡ things を吸い上げていくかのようなこの ｢天｣ をこの私は
｢解釈｣ できるだろうか｡ 見上げても静かに空が横たわっているだけで, な
ぜ死の後に人々を天が吸い寄せるのかは依然として謎である｡
留まるものと飛ぶもの, そして飛ぶものはさらに飛んでいったきりになる
ものと, 飛んでいくが戻ってくるもの, そしてここで飛び回っているものな
どと語り手は今まで分類している｡ このように分けることで語り手は何をし
ているのだろうか｡ 死に縁取られた地上存在のありようを並列・対比して考
えているのだろうか｡ それとも人間存在の不思議さ (肉体は地下に ｢埋めら
れ｣, 魂は鳥として ｢飛び立って｣ いくという死の二つのイメージを具現し
た人間の死) を何とか説明しようとあがいているのだろうか｡
5 はこの人間存在の謎を再び取り上げていると考えられないだろうか｡
この友は 2で哀歌がふさわしくないと言われた Bird や Bee と同じ属性を
持っている｡ それなのに Mortal で dies する, 哀歌を要求する存在でもある｡
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How still the Riddle lies !
5 92(71)
My friend must be a Bird―
Because it flies !
Mortal, my friend must be―
Because it dies!
Barbs has it, like a Bee!
Ah, curious friend !
Thou puzzlest me!
この詩自体が謎である｡ この友とはどのような動物なのだろうか｡ しかしよ
く考えてみると人間だということも十分ありうる｡ 人間は生前は飛ぶことが
できないが, 死後は天国へ飛んでいくのだし, 蜂のように針で相手を傷つけ
ることは常時行っているからである｡ 語り手を当惑させる (puzzle) のは往々
にして人間なのだから, この友は人間だということは大いにありうることで
ある｡
｢埋められる｣ という死のイメージに絡んでもうひとつ面白いことが考え
られるかもしれない｡ 15 の詩である｡
第一節の終わりを読んでみよう｡ Crouch low という行為と to guard his
prize を ｢結び付けている｣ のは語り手 ｢私｣ の解釈に過ぎない｡ 太陽が自
分の得たものを守ろうとしているというのは事実ではないだろう｡ Crouch
low しているのはこの落陽の時刻には当然の姿勢であり, 別に to guard his
prize するためにこの姿勢をとっているのではない｡ 何千年, 何万年と夕方
になると ｢昨日｣ ( 1 ) というラベルに納まるべく落陽し続けてきた太陽が
堆積して化石化したものがこの黄金ではないだろうか｡ 金塊は太陽が死んで
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15 11(38)
I never told the buried gold
Opon the hill―that lies―
I saw the sun―his plunder done
Crouch low to guard his prize.
He stood as near
As stood you here―
A pace had been between―
Did but a snake bisect the brake
My life had forfeit been.
That was a wondrous booty―
I hope twas honest gained.
Those were the fairest ingots
That ever kissed the spade !
Whether to keep the secret―
Whether to reveal―
Whether as I ponder
“Kidd” will sudden sail―
Could a shrewd advise me
We might e’en divide―
Should a shrewd betray me―
Atropos decide !
｢埋｣ 葬された結果なのではないか｡ もしこのように考えることが可能なら,
この詩も死のさまざまな形態の提示というこのファシクルの主題に合致する
ことになるだろう｡ 夕日が金に変貌するというこの考え自体は大変楽しいも
のであるが, 妥当なものがどうかは他のファシクルの中の ｢太陽｣ の扱いを
幅広く見てみなければならない｡
このようにして 1 (day) と 6 ( Went up a year this evening !) では ｢時・
太陽｣ の ｢死｣, 5 (my friend の死), そして 9 (My Master’s sleeping here),
21 , (one little maid) と人間の死が続く｡ そしてこのファシクルで最も重要
なあからさまな ｢私の死｣ の扱いが続いてくる｡
このファシクルで死に関するきわめて興味深いことが一つある｡ claim the
rank to die( 11 )とかThat one so shy-so ignorant /Should have the face to die
( 17 ) といった表現に見られるように, ｢死ぬ｣ ということが高貴な人など
にしか許されない ｢望ましい｣ 行為として描かれていることである｡ これは
この詩人を知る読者には信じがたい考え方である｡ この点を考えるために
11 , 17 , 18 を詳しく読んでみよう｡
主教が何かの行事でご臨幸になられた日のことであろうか｡ 僧衣の紫とか王
冠というのはこの主教の抗いがたい絶対的権威を表しているのであろう｡ 語
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11 98(77)
One dignity delays for all―
One mitred Afternoon―
None can avoid this purple―
None evade this Crown!
Coach, it insures, and footmen―
Chamber, and state, and throng―
Bells, also, in the village
As we ride grand along !
What dignified Attendants !
What service when we pause !
How loyally at parting
Their hundred hats they raise !
How pomp surpassing ermine
When simple You, and I,
Present our meek escutcheon
And claim the rank to die !
り手もそこそこの社会的地位があって主教一行の行列に加わっている｡ そこ
から見るのはこの高僧の一般大衆への絶対的な支配力である｡ 俗人の私たち
はせいぜい紋章入りの盾と死ぬという ｢位｣ を主張しても, 周りを睥睨する,
アーミンをまとった高僧は相手にもしてくれない｡ この最後の claim the
rank to die というのはどのようなことだろうか｡ 死ぬなどということは ｢主
張する｣ (claim) ようなことだろうか｡ 次の詩を読んでこの奇妙な態度の意
味を考えてみよう｡
この詩は ｢あつかましくも｣ 自らの死の時期を自らで決めようとしている
人間の話である｡ ｢私は｣ 今日自殺しようとしているのである｡ 何かに絶望
したとか, この世がいやになったのかなどという情報は一切ない｡ ただ死ぬ
という決定権 (これが前の詩の ｢位｣ だろうか) を運命とか宿命といったも
のから ｢あつかましくも｣ 奪い取ることだけが目的のようである｡ 運命に命
運を握られて ｢明日は我が身か｣ と不安にさいなまれる (ファシクル２の
21 46＜63＞を参照) ことに耐えられなくなったのだろうか｡ いつまでも運
命に弄ばれることに, 人間が耐えられなくなったということだろうか｡
次の詩は一転して ｢私｣ は墓場の中にいる｡ この ｢私｣ と前の詩の自殺志
願者と一致するのかははっきりしない｡ 語り手は退屈しのぎだろうか, ディ
キンスン研究者なら誰でも知っているはずの義姉 (Susan Huntington Gilbert
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17 50(40)
I hav’nt told my garden yet―
Lest that should conquer me.
I hav’nt quite the strength now
To break it to the Bee―
I will not name it in the street
For shops w’d stare at me―
That one so shy―so ignorant
Should have the face to die.
The hillsides must not know it―
Where I have rambled so―
Nor tell the loving forests
The day that I shall go―
Nor lisp it at the table―
Nor heedless by the way
Hint that within the Riddle
One will walk today―
Dickinson) に語りかけているから, この ｢私｣ は極めて伝記的色彩の濃い
ディキンスン自身だと考えてよかろう｡ しかも墓場の中で生前を回顧して書
くというディキンスン特有の設定の最初の詩である｡
最初の ｢村｣ というのは前述したように ｢墓場｣ のことである｡ 学校に通
っているころから墓場に興味を抱いていたようである｡ 第二節にひょっとし
たら前の詩との接点があるかもしれない｡ 他の人より早くここへ来たという
ことは自らここへ来たと取れないことはない｡ 17 , 18 と続いていることを
ディキンスンが十分に意識して書いていることになる｡ それにしてもこの詩
には死という宿命に纏わり付かれている人間の不安, 恐れ, いらだちといっ
たものがまったくない｡ 死という重荷から開放された喜びが溢れている｡ 最
終節の義姉への語りかけで墓場の中というこの詩の設定から読者は一挙に開
放される｡ ｢私｣ は死亡していなかったのである｡ 11 , 17 , 18 の流れは横
柄な ｢死｣ へのしっぺ返しではないだろうか｡ 死すべき運命にしておいて人
間を脅す ｢宿命｣ に打ちひしがれたのだろうか, 現世を放棄する 17 の語り
手, そもそも claim the rank to die( 11 ) とか That one so shy-so ignorant /
Should have the face to die( 17 ) という私が問題視した発言の背後にある価
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18 51(41)
I often passed the Village
When going home from school―
And wondered what they did there―
And why it was so still―
I did not know the year then―
In which my call would come―
Earlier, by the Dial,
Than the rest have gone.
It’s stiller than the sundown.
It’s cooler than the dawn―
The Daisies dare to come here―
And birds can flutter down―
So when you are tired―
Or perplexed―or cold―
Trust the loving promise
Underneath the mould,
Cry “it’s I,” “take Dollie,”
And I will enfold !
値観はやはり語り手の本音ではなかったのである｡ それは死を懐柔する方略
であった｡ 死を疑似体験することによって死への過度の恐怖をやり過ごし払
拭する方法であった｡
以上見てきたようにファシクル３には死ぬということの具体例とともに死
の偏在性が語られ, 思い切って想像力の中で死に飛び込んでみることで死の
恐怖を軽減する方略が語られている｡ 死の恐怖を軽減するもうひとつの方法
をこのファシクルはファシクルのほぼ最後になって提示する｡
逝くという現象の偏在性 (ubiquity) は認めなければならないが, たとえ私
が逝っても依然として世界が継続して残る (remain)｡ 個々の死を超えて世
界が存在し続けるということの喜び・安堵が世界に偏在する様々な死の様態
が語られた後にこのファシクルのほぼ最後の位置で大団円として劇的に提出
される｡ 日 (day) が死ぬ 1 , 人が死ぬという文脈の中で remain するものが
ファシクル３の語り手には光り輝いて見えるのではないか｡ 私が死んでも
(If I should die,) ( 23 ) 世界が, 自然が, そして人間が存在し続けるのなら
ば ( 23 の冒頭の die 以外の全ての動詞をまとめるならば remain とか keep
going on になるだろう) 死を克服 (overcome) したとは言えないまでも, 死
をやり過ごした (outwit), つまり死に打ち負かされ, 打ちひしがれた気持
ちになっているということにはならないということではないか｡ ファシクル
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23 54(36)
If I should die,
And you should live―
And time sh’d gurgle on―
And morn sh’d beam―
And noon should burn―
As it has usual done―
If Birds should build as early
And Bees as bustling go―
One might depart at option
From enterprise below!
‘Tis sweet to know that stocks will stand
When we with Daisies lie―
That Commerce will continue―
And Trades as briskly fly―
It makes the parting tranquil
And keeps the soul serene―
That gentlemen so sprightly
Conduct the pleasing scene !
３のほぼ最後になって remain とか keep going on がこのファシクルのキー
ワードとして死の同義語群 (die, sleep, go, walk, go up) よりも際立ってく
るのである｡
さてファシクル３の編集者をどう総括すべきだろうか｡ どのファシクルに
も死が扱われている詩が多く含まれていて, どのファシクルも同じように見
えるという指摘には十分反論できる｡ ファシクル１,２,３では死の扱いが明
らかに違っている｡ ファシクル１では Daisy の死 14 とか, いとも簡単に死
んでいくバラへの感嘆 22 , 墓場とか亡くなった人々への追慕は出てきてい
るが, 人間の生々しい死はまったく出てこない｡ ファシクル２の 20 でよう
やく人間の死者が登場してくるが, このファシクルは具体的で生々しい死の
現象というよりは ｢死｣ の観念的な恐ろしさの確認という感じである｡ 本稿
で論じたようにファシクル３に至って始めて, 本格的に人間の死が登場して
きているのである｡ このような現実を見てもファシクル１,２,３を編集して
いるディキンスンを我々は目の当たりにしていると断定してよかろう｡
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Reviving Emily Dickinson as the Editor
of Fascicle 3
Noriaki NAKAI
Emily Dickinson left almost 1800 poems many of which in bundles later called
fascicles ; they have been usually regarded as mss of poems chronologically
bounded just for preservation. Recently in the United States, however, some
scholars find unity in fascicles without clarifying why only their particular fasci-
cles have unity under the editor of Dickinson. My hypotheses are Franklin’s
fascicles are Emily Dickinson’s poetry in parts and his “sets” are groups of
poems waiting for later inclusion in further fascicles.
My project is to offer the poet a persistent reader taking her fascicles as col-
lections of poems edited by the poet herself and as more than just chronological.
My method of reading-thinking-fermenting-writing of / about fascicles was formed
by Stanley Fish’s Reader Response Criticism and has been the main engine in
my analyses of Fascicles 1 and 2 and will take me as far as Fascicle 40.
Fascicle 2 is not just a bundle of poems but an elaborately edited collection of
poems, meaningfully following Fascicle 1. In Fascicle 1 Dickinson the editor jux-
taposes nature and man in terms of time: nature rotates and overcomes time ;
man proceeds in a forward direction, dies and never returns. In Fascicle 2
against the softening background of nature are presented big themes like death,
time, the human destiny of death and faith in Christ and lastly the poe’s almost
biographically scrupulous feelings about having faith. Although Fascicle 2 is
breathlessly and daringly taking in big themes as the second fascicle in a work of
40 fascicles, it quite impressively binds these themes and shows Emily
Dickinson as the tactful editor.
In Fascicle 3 Dickinson the editor intentionally repeats many words to bind
this fascicle. Flowers are so abundant in this fascicle as to give solace to the
reader facing the ubiquity of dying. Days “die” into lingering yesterdays and a
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year “went up this evening” but first in the first three fascicles substantial
human deaths are treated. I discussed the eleventh, seventeenth, eighteenth, and
the climactic twenty-third poem in terms of outwitting the ubiquitous human
destiny of death. The poet and the editor is engaged in not so much overcoming
as outwitting the human destiny in this fascicle.
